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ある｡ ｢地域は､ 大学にとって研究､ 教育､ 地域活動､ あるいは経営のどの面からみても､
一方では避けて通れない存在であり､ 他方でまたとない拠りどころとなる宝庫でもある｣
(小松, 2007:  頁) や ｢地域が大学を育て､ 大学が地域を育てる｣ (大宮・原田, 2007: 頁) 等の指摘に代表されるように､ 地域再生戦略と大学の生存戦略を協働で歩む道が､
リアリティをもって模索されている｡
しかしながら､ 大学と地域との連携や協働は､ 一朝一夕に出来るものではなく､ 組織文




業 ｢中山間地域に人々が集う脱温暖化の 『郷』 づくり｣ (研究代表：藤山浩) (以下､ 郷づ
くり事業) における ｢島根県立大学地域コーディネーター｣ 配置の社会実験を検証する事
をつうじて､ この問いに挑みたい｡
郷づくり事業では､ 大学と地域との ｢つなぎ役｣ として､ ｢地域コーディネーター｣ を
島根県立大学内に配置する社会実験が行なわれており (2009年９月～)､ 初年度教育科目






本稿に先行して､ 筆者 (藤本・田中・橋本) はこれまで､ 浜田市弥栄自治区の社会課題
でもある中山間地域の担い手不在問題について､ ボランティア・大学生の可能性を考察す
るとともに (藤本・田中・平石, 2010､ 橋本・藤本, 2011)､ 人的支援をつうじた中山間地
域支援・再生の可能性について検討してきた (藤本, 2010a､ 2010b､ 2010c)｡ 本稿もこれ
らに続く続編として書かれたものであり､ 認識・視点を共有するものである｡










びの場にしたい｣ という大学教育側の想いと､ ｢地域の現状を知ってほしい､ もっと若者
と触れ合いたい､ 議論したい｣ という地域住民側の想いが一致している事を､ コーディネー
ター役となった筆者 (藤本・田中・橋本) が感じており､ この２つの想い・意図をどのよ
うにして具体的に結びつけ､ 双方にとって満足のいく形での実現に､ いかにして至るかが
課題であった｡ 両者を結び付けることで想定した成果としては､ 参加した学生が､ 自らが
学生生活を送る地域の課題に気づき､ 関心を持ち､ 自分なりのやり方で関わるようになる
こと､ さらには参加学生への教育効果のみならず､ 中山間地域が元気な若者で ｢賑わう｣
ことも期待された｡ 大学に地域との ｢つなぎ役｣ を配置する事で､ 学生への教育効果と中
山間地域の交流人口増加を同時に実現する仕組みの開発を構想したのであった｡
以下ではまず､ 社会実験としての地域コーディネーター配置の概要を示し (第１節)､
地域コーディネーターが拓いた新しい大学と地域との関係性 (これを ｢新しい共同性｣ と
よんでみたい) について､ フレッシュマンセミナーのフィールド編を事例に記述し､ 考察
する (第２節)｡ その上で､ 大学と地域との協働事業を構築する際の課題を､ 調整過程を





(笠松, 2009､ 小田切, 2010､ 藤本, 2010c)｡
地域再生支援員の重要な役割は ｢つなぎ役｣ である｡ ｢つなぎ役｣ とは具体的にどのよ
うな役割なのか｡ 手がかりを掴むために､ 筆者 (藤本・田中・橋本) は､ ｢匹見町まちづ





かす仕事すべてを請け負っていた ｡ 地域でのボランティア活動には､ 地域に必要とされ
ている､ 少し支えて欲しいボランティアのニーズを発掘し､ 勇気づけ､ 事業化する人物が





人物をつないで組織した ｢弥栄らぼ｣ と､ 作業支援を主な活動内容とする島根県立大学の
学生サークル ｢里山レンジャーズ｣ を率い､ 弥栄町内を縦横無尽に動き､ 多面的な関係性
を構築していった3)｡




｢つなぎ役｣ となる人材の配置を検討し､ 社会実験として､ ｢島根県立大学JST人材育成
グループ地域コーディネーター｣ を配置する具体的な着想を得ることとなった (2009年４
～８月)｡ 石橋氏や皆田氏からの調査で得られた知見は､ ｢地域における新しい関係性の構
築は､ 地域外の人材が地域のために汗を流すなかで生まれる｣ という点である (藤本,





ては､ 農村や地域に入り､ コミュニティ開発に従事した経験がある人物を求めた｡ 職務遂













ネーターである筆者 (橋本) もまた､ 大学院生時代にNGOでインターンを行なう等､ 国
際的な舞台でのコミュニティ開発に携わった経験を有している｡
地域コーディネーター配置の社会実験を着想し､ マネジメントしている筆者 (藤本) も､





家基準､ 地方基準､ 地域基準､ 部族的基準､ 個の基準と水準が上昇するごとに､ 個性化し､





今後さらにケースを収集し､ 検討を深めていきたい｡ 次節では､ 地域コーディネーターが













続実施中：藤本・田中・平石, 2010: 75頁‒78頁)､ １年生を対象とした早い段階において､

























臨んだ｡ フィールド学習ごとに課題を提示し､ 参加後､ 各ゼミ担当教員の指導のもと､ グ
ループごとに報告資料を作成し､ 最終的に地域住民を交えたゼミ合同報告会で発表を開催






















日 程 フィールド学習内容 参加グループ
５月４日 ふるさと体験村春祭り Ａ－Ｇ1 Ｂ－Ｇ2
６月12日 弥畝山から考える､ 弥栄のこれまでとこれから Ａ－Ｇ3 Ｂ－Ｇ1
















ル門田｣ を訪問した｡ 過疎化や高齢化の問題を考えるために､ ①門田集落についての概要
(世帯数､ 年齢層､ 農作物等)､ ②農業の現状 (作業人数､ 作業体制､ 農業組合法人､ 法人
化した理由､ 具体的な取り組み内容等)､ ③産品開発と流通 (商品種類､ 販売先､ 売れ行







こう｡ とり上げる事例は､ 次の４点より考察され､ 記述される｡ ①フィールドワークの目
的､ ②フィールドワークの内容､ ③学生の感想､ ④振り返ってみてフィールドワークの何
がポイントとなったのか｡
1)ふるさと体験村春祭り (2010年５月４日・祝)
① 2010年５月４日､ ふるさと体験村春祭りが開催された｡ この春祭りは､ 弥栄町の集
落による出店をはじめ､ 地元野菜やどぶろくの販売､ ヤマメのつかみ取り､ 安城社
中による石見神楽等様々な催しが行われ､ 例年､ 浜田市内外から多くの来場者で賑
う祭りである｡
2010年４月中頃､ 筆者 (藤本､ 橋本) はこの春祭りに島根県立大生も参加できない
だろうかと考え､ 弥栄支所産業課の新開智子氏に相談した｡ 新開氏は ｢大学生が祭





加を快諾してくださった｡ 筆者 (藤本､ 橋本) からは､ ｢ただ祭りを手伝うだけでは
なく､ 祭りへの参加をとおして地域の人と交流してもらおう｣ という提案があり､




に長すぎる､ と筆者 (田中) から指摘があったため､ 長田氏には午前中のみの手伝
いで了承していただき､ 半日のフィールドワークとした｡
② 当日８時30分､ 大学生４名はバスに乗って県立大学を出発､ ９時過ぎにふるさと体
験村に到着した｡ 大学生等は､ 筆者 (藤本､ 橋本) と一緒に長田局長に挨拶した後､
さっそく出店販売の手伝いに入ってもらった｡ ２名はヤマメの塩焼き売りのお店へ､
２名はどぶろく､ 牛丼､ しし汁売りのお店に入ってもらった｡ それぞれのお店に学
生の紹介をすると､ ｢手伝ってくれてありがとう｡ よろしくお願いします｣ と歓迎し
てくださり､ ｢手伝いもだけど､ 何よりも祭りを楽しんでいってね｣ と声をかけられ
た｡ ４名は､ 初めは何をすればよいのかわからない様子であったが､ 地域の人に
｢何かできることはありますか｣ と､ 自ら積極的にコミュニケーションを図り､ 少し

































していった｡ 初めは学生だけではうまく聞くことができないため､ 筆者 (藤本) が
司会としてインタビューを行ない､ 学生はメモを取りながらわからないことやもっ
と知りたいと思ったことを質問する､ ということから始めていった｡ 祭りの雰囲気
や地域住民と話すのに慣れたのだろうか､ １､ ２時間もすると､ 学生たちと地元の
方々の間で談笑する様子を見ることもできた｡
当初出店での手伝いは午前中までだったので､ 学生たちは再びバスに乗って県立大
学へ帰る予定であったが､ 学生から ｢もう少し残りたい｣､ ｢祭りを楽しんで帰って
もいいですか｣ という要望があり､ 滞在時間をのばすことにした｡ 大学のバスは時
間を延長することができないため､ バスは空で帰ることになり､ 帰りの交通手段は､
市内に住む郷づくり事務所スタッフ等にお願いして車で送ってもらうことにした｡
こうして､ 学生たちは午後も残り､ 聞き取りを続けたり､ 他のお店をまわってみた
り､ 神楽を見たりして祭りを楽しみ､ 思い思いの時間を過ごした｡ この様子は､ 山
陰中央新報 (2010年５月４日) にもとり上げられている｡
③ 参加した学生からは､ ｢祭りの屋台と言えば利益重視の的屋という印象だったが､ 春



















② 弥畝山は標高約900メートル｡ 標高が高いため浜田市内に比べると気温も低い｡ 雪が
多いところで､ 1.5～2.5メートル積雪する｡ ブナ科の落葉広葉樹が､ 秋に紅葉し､
落葉し､ たい積される｡ そのたい積されたものがスポンジの役割を果たし､ 水分を
蓄え､ きれいな水を徐々に下流に流してくれる｡ そのことによって川のなかに藻が
でき､ それをアユが食べ､ アユを人間が食べる｡ そういう循環ができているそうだ｡
｢水源の森は人間の生活に大変役に立つ｣ と三浦氏は語った｡
徳田氏は､ 昔の山の様子を次のように語る｡ ｢明治初期までは､ 牛をそのまま山のな
かに放牧していたので､ この湿原にまで水を飲みに来ていた｡ また牛にあげるため















































ている｡ このままあきらめてはいけない｣ と言う｡ ｢弥栄の人々の山に対する想い､
次世代のためにも山を守っていきたいという強い意志を感じた｣ と､ 参加した学生
は話していた｡












① 第３回は､ ｢過疎化や高齢化の問題を､ 特に農業の視点から考える｣ をテーマに､ 弥
栄町門田集落にある ｢農業組合法人ビゴル門田｣ の牛尾英昭氏に門田集落､ 農業の
現状､ 農業組合法人についてのお話を伺った｡
当初計画では､ 小坂農業生産組合の話を伺おうと考えていた｡ しかし､ フィールド
ワーク実施日に小坂集落内で集落行事が入ってしまったため､ 直前になってから急







の開催となった (藤本・田中・平石, 2010: 77頁‒78頁)｡ (表４参照)
② 門田集落は2010年12月現在､ 29世帯､ 人口51名の地域である｡ 現在､ 集落の住民全
員が加入する ｢農業組合法人ビゴル門田 (以下､ ビゴル門田)｣ を立ち上げ､ 米､ そ
ば､ 大豆を栽培している｡
弥栄の農業の現状として､ 担い手不在問題､ 耕作放棄地問題があると牛尾氏は話す｡
｢米の金額を自分たちで決められない｣ ため､ いくらお米を作っても､ 年々米の値段
が下がっていくため儲けが出ず､ 農業で食べていこうという人が減っているそうだ｡
農業を継いでくれる若い人がいないため､ 高齢化に伴い農業を続けられない農家が




門田集落の住民のうち半数が高齢者であり､ ｢ビゴル門田｣ の作業は ｢４､ ５人でやっ
ているのが現状｣ だと言う｡ 特に､ 助成金申請や賃金計算等､ 事務仕事のほとんど
は牛尾氏が請け負っているそうだ｡ ｢事務量が多く､ 他にできる人がいないため､ 自
分がやるしかない｣ と牛尾氏は話す｡ やはり ｢後継者不在｣ という問題が門田集落

































反対に､ 弥栄で暮らす楽しさについて､ 牛尾氏に聞いてみた｡ 牛尾氏自身は弥栄の
出身であり､ ｢長男坊だから｣ とこれまで弥栄を離れたことはないと言う｡ 高校を卒
業し､ 弥栄村役場に就職した｡ 退職後は､ ｢ビゴル門田｣ の一員として農作業をして
いるが､ ｢退職した後のほうが､ 毎日違う仕事がある｡ 自然を相手にのんびりするこ
とができる｡｣ と現在の暮らしを楽しんでいらっしゃった｡
また､ 門田集落の活性化､ 後継者不在問題の取り組みとして､ ｢門田で話創哉 (はな
そうや)｣ による交流を紹介していただいた｡ これは､ 現在は門田の外に出てしまっ
た門田集落出身の方々を招き､ 現在門田に住んでいる人も､ 門田を離れた人も､ 一
緒になってふるさとについて語ってもらおうという会で､ 毎年11月に開催されてお
り､ 今年 (2010年) で３回目を迎える｡ 石見神楽の上演や集落の女性陣による郷土
料理がふるまわれ､ とても楽しい一日になると言う｡ ｢私も行ってみたい｣ という学
生からの声も何名かから聞こえた｡
15時半頃､ 牛尾氏への聞き取りは終了した｡ 当初は､ このまま県立大学へ戻る予定
であったが､ 学生から ｢話を聞いていたら､ お米を食べたくなった｣ と声があがる｡
｢ふるさと体験村に行きたい｣ という要望があり､ 急きょ希望者を連れてふるさと体
験村へ向かうこととなった｡ 学生たちは､ 食堂で親子丼を食べたり､ 説明を受けた
｢クマ笹茶｣ が実際に店頭で売られている様子を見たりした｡ ｢お米がおいしい！｣
と笑顔で親子丼を食べる学生の姿が印象的であった｡
③ 参加学生からは､ ｢自然が豊かで､ 農業をするには適した場所だと思った｡ ぜひもう
一度行ってみたい｣､ ｢小さな集落でも､ 法人を設立することによって､ 様々な補助
金や減免の申請ができることを初めて知った｡ こういう生き残り戦略もあるんだと
わかった｣､ ｢私は島根県出身で､ 身近に米の生産をしている者がいるが､ 実際に生
産者の方の話を聞くことがこれまでなかったので､ 今回の話はとても貴重な経験に
なった｣ との声が聞かれた｡ 今回も､ 新しい発見が多くあったことが伺える｡
④ 今回参加した学生に聞いてみると､ その半数以上が実家からお米を送ってもらって






















弥畝山散策に参加した２チームからは ｢弥栄の森とともに生きる｣ と ｢弥栄町 弥畝山





不可欠な機能を果たしていることが報告された｡ 感想として ｢地元愛が強い｣ や ｢予想以
上に人が少ない｣､ ｢弥栄や弥畝山の歴史についてもっと知りたいと思いました｣､ ｢とても
空気が美味しかったです｡ また行きたいと思います｣ 等が述べられた｡
｢ビゴル門田｣ へ訪れた２グループからは ｢弥栄村を訪ねて｣､ ｢弥栄・門田集落での地
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表５ 合同報告会概要
日 時 2010年７月22日 (木) ４限 (15：00～16：30)
場 所 島根県立大学 大講義室１
コメンテーター
岡田 浄 氏 (浜田市弥栄支所自治振興課・やさか郷づくり事務所)
福島 万紀 氏 (島根県中山間地域研究センター)
藤原 眞砂 氏 (島根県立大学教授 人材育成グループリーダー)







域活性化の取り組み｣ のテーマで､ 弥栄・門田集落の概説の後､ 農作物､ 法人化の利点と
課題､ 今後の取り組み､ これからの門田について､ の報告が行なわれ､ 門田集落での地域
や農業への取り組みに関する発表がなされた｡















日程調整についても､ 地域へ依頼する関係上､ 先方の都合を優先することになる｡ 加え







一方､ ゼミ担当の先生方には､ 学生のグループ分け､ フィールド学習内容の参加者を確
定してもらう作業と､ 聞き取り後には各グループの報告資料作成のための個別指導をお願
いした｡















るフィールド学習への理解､ 綿密な事前協議 (教員のニーズを満たす学習内容のため､ 日
程確保のため､ 教員・コーディネーター間および教員・学生間の連絡調整のため)､ 地域





















移動手段の確保､ 参加準備､ 行程作成､ 地域担当者への依頼等々の段取りと､ 実施後のア
フターフォロー (継続対応､ 発表会・報告書等の現地へのフィードバック等)､ これから









島根県立大学 『総合政策論叢』 第21号 (2011年３月)
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(2)地域側の調整過程







の､ 十分かつ丁寧なやりとりが重要である｡ フィールドワーク実施の依頼､ 開催までの打
ち合わせ (場所・時間・内容)､ 終わった後のフォロー等､ 受け入れてくださる方のとこ















このことから､ 与えられた課題よりも､ １年生という導入段階においては特に､ 自由に
地域に関わり､ 自ら興味関心を持てるテーマに対して取り組むことのほうが､ 継続的自主
的に地域に関わってゆくことが可能であり､ かつ２年以降の学習関心に繋げることができ





















て､ それらに学生が参加するという形態を取らざるを得なかった点である｡ 加えて､ 地域
に入る時の姿勢や服装についての注意事項は事前に連絡していたが､ 木や草が生い茂る山
に入るフィールドワーク時に､ 一部サンダルや丈の短いズボンを着用してきた学生が見受













他方､ ２年目の牛尾氏 (｢ビゴル門田｣) は明快に話をしてくださり､ 休憩時間や講義終
了後には､ 学生３､ ４名が牛尾氏を囲み､ 意見交換している様子が見られた｡ 学生は､ 弥




入らなくちゃ｡ 十分に説明できない｣､ ｢時間があれば､ 他にももっと連れていくのにのぉ｣
という声が聞かれた｡ ｢弥栄に来たことがないからこそ､ いろいろ見せてあげたい｣､ ｢弥





地域の方々と協働で取り組む ｢商品開発企画｣ である｡ 弥栄町小坂集落が立ち上げた小坂












では､ 2010年10月23日 (土) に開催された弥栄町小角集落秋祭りへボランティア参加した
学生と地域住民の方々との関わりを観察した筆者 (橋本) の所見を記述する｡
① 概要
2010年10月23日､ 弥栄町小角集落にて秋祭りが行なわれた｡ 小角集落は､ 2010年12月現
在､ 世帯数17戸､ 人口37名､ 高齢化率70.27％と高齢化､ 過疎化が進む集落である｡ ｢近ご
ろ､ 以前は盛んだった自治会活動も少なくなり､ 集落内の付き合いがうすくなりつつある｣､
と栃原英信氏は感じていた｡ そこで町の集落活性化事業を活用して､ 集落に縁のある出身




にてごうして (手伝って) くれないか｣ との想いから､ 弥栄支所産業課をつうじて､ 筆者
(橋本) に相談があり､ 企画段階から打ち合わせに参加することとなった｡ 栃原頼枝氏が
｢学生さんが一緒に料理を運んでくれたら助かるねぇ｣ と話されたことがきっかけで､ 筆
者 (橋本) は島根県立大学の学生２名 (吉田理紗氏､ 山 遥氏) に呼びかけ､ 一緒に参加
することになった｡ さらに､ やさか郷づくり事務所にも応援を頼み､ 前日の準備から祭り
に参加させていただくことになった｡
吉田理紗氏は島根県立大学の１年生｡ ひきみボランティア制度の会員であり､ 弥栄町で
活動する島根県立大学サークル ｢里山レンジャーズ｣ のメンバーでもある｡ 吉田氏と筆者
(橋本) は､ 匹見町でのボランティア活動の際に出会った｡ 吉田氏は､ 春より ｢里山レン
ジャーズ｣ の活動で何度か弥栄町を訪れていたが､ 活動回数はそれほど多くなかったため､
｢もっと弥栄町の催しに参加したい｣ という想いがあったという｡
山 遥氏は２年生｡ 2010年５月に､ 県立大学内で筆者 (藤本) がキャリア形成講座で講
義をした際に ｢弥栄に行ってみたい｣ と声をかけてきてくれた学生である｡ ｢田んぼを見
てみたい｣ と話し､ ｢ボランティア活動にも興味がある｣ と話していた｡
② 当日




二人は嫌な顔もせず明るく待っていてくれた｡ ７時30分頃､ 小角集会所に到着｡ すでに小
角集落の皆さんは会場設営や料理作りにとりかかっていた｡ 我々３名は､ 栃原頼枝氏を中
心とする小角のおかあさんたちに挨拶を済ませ､ さっそく料理作りに加えていただいた｡




よ｣､ ｢あんまり力を入れすぎちゃいかんよ､ 固くなってしまう｣ と横から声をかけていた
だき､ だんだんとコツをつかむようになってきた｡ 少し慣れてくると､ ｢どこに住んでい
るの？｣､ ｢弥栄は初めて来た？｣ 等とおかあさんたちと県大生の間で会話をするようになっ
た｡
時折大声で笑いながら､ ６名で200個近くのおにぎりを作った｡ 作り終えると､ ｢ちょっ
と休憩しようや｣ と声をかけられ､ おかあさんたちと一緒にコーヒーをいただく｡ 小角の
おかあさんたちは ｢若い人が一緒に手伝ってくれるとうれしいねぇ｣､ ｢孫のようだわ｣ と
学生との ｢おしゃべり｣ を楽しんでいた｡
コーヒー休憩の後､ 筆者 (橋本) は ｢シシ (猪) 汁｣ づくりを､ 吉田氏､ 山 氏はヤマ
メ焼きを手伝った｡ シシ汁づくりは､ 引き続き栃原頼枝氏に指導していただいた｡ シシ肉
を炒め､ 野菜を煮込んでいく｡ ｢野菜を長いこと煮込まないと､ 汁にいい味が出ないよ｣､
と教えてくださった｡ こんな大きな鍋で作ることに慣れていない筆者 (橋本) は､ 栃原氏





吉田氏､ 山 氏は､ 小角のおとうさんたちに習ってヤマメ焼きを担当した｡ ヤマメをこ
がさないよう､ 根気強くヤマメをひっくり返していく二人の姿を見て､ ｢しっかりしてる
のう｣､ とおとうさんたちは感心していた｡





るねぇ｣ と､ 二人を交えた会話が続いた｡ 学生と楽しそうに話す小角集落の方々の笑顔が
印象的であった｡
11時半頃より続々と出身者の方々が集まりだし､ 12時より秋祭り神事が始まった｡ 吉田
氏､ 山 氏にも手伝いを終了し､ 神事を見学してもらった｡ 13時からは､ 安城社中による
石見神楽奉納が始まった｡ 小角の秋祭りで神楽が上演されるのは４年ぶりだと言う｡ ｢やっ
ぱり神楽の笛の音を聞かにゃ､ 酒がすすまんわ｣､ と楽しそうに話す栃原氏｡ ｢酒は弱いの
であまり飲まない｣ と仰っていたが､ この日ばかりはお酒を楽しんでいるようだ｡ 神楽を
観つつ､ お酒をのみ交わしながら語り合う､ 賑やかな時間が始まった｡
神楽の演目の合間で､ 自治会長である栃原氏が挨拶をされた｡





んになって元気がなくなりつつある｡ そういったなか､ ５年前､ 弥栄自治区に弥栄を元
気にしようとする集落活性化事業ができ､ 小角集落もその事業によせてもらった｡ 担当
者の方々のご心配をいただきながら､ (事業で) 集会所の改修や125メートルほど井戸を
掘り水が飲めるようになった｡ 今年は活性化事業５年目で終わりの年｡ そこで､ 小角か
ら出られた出身者の方に帰ってきていただき､ 神楽を観ながら､ 昔を思い浮かべていた
だきながら､ ひとときを過ごしていただきたいと思って秋祭りを開いた｡ 今日､ こうし
て賑やかな会を開くことができ､ うれしく思う｡｣
後日､ 栃原氏より ｢あの時は話しながらちょっと泣きそうになった｣､ と伺った｡ 筆者
(橋本) 自身も栃原氏の話に心が震えた一人である｡
また､ 栃原氏は小角集落の担当行政職員である自治振興課・岡田氏にマイクを渡し､ 一
言話すよう依頼した｡ 岡田氏は､ ｢小角は集うことを大事にしている｡ 出身者を含めて集
おうというのが秋祭り｡ 小角は帰ってくる人を待っている｡ ３年前､ 夏祭りでお弁当を作
ろうという話があった｡ しかし､ ｢そんなことできないよ､ 足も痛いし｣ と断っていた｡
それが今回は､ ｢みんなでできることはやろうや｣ という流れになった｡ 小角は変わった｡
この地域をどうしようかという気持ちが小角にはある｡ 出身者を迎えることを喜びとする
ことができる｣､ と話した｡
その後､ 徳田金美氏 (小角集落) が ｢小角を元気づけてくれた人｣ として､ 県立大生２
名を参加者の前で紹介してくださり､ 一言ずつ挨拶をした｡ ｢初めて小角集落に来ました
が､ 一緒に祭りをお祝いできてうれしいです｣ (吉田氏)､ ｢こんなに長く神楽を観たのは
初めてだし､ 賑やかな祭りに一緒に参加させていただいて楽しいです｣ (山 氏) と話し
た｡ その後も神楽が再開され､ 宴はさらに盛り上がっていく｡
17時を過ぎ､ 吉田氏､ 山 氏を市内まで送る｡ 別れ際､ 小角集落の方々に帰ることを告
げると､ ｢今日はありがとう｣､ ｢またいつでも来てね｣ と声をかけてくださった｡ 帰りの
車のなかで､ ｢手伝いに行ったのに､ おいしいごはんをいただいて神楽も観て､ 後半から
はお客さんのように楽しんでしまっていた｣ (吉田氏)､ ｢小角集落の方々はやさしくてい
いひとばかりだった｡ おでんの大根とこんにゃくがすごく美味しかったです｡ 特にこんにゃ
くは､ あんなに美味しいこんにゃくは初めて食べました｡ また弥栄に行きたいです｣ (山 氏) と話していた｡
この秋祭りが､ 学生の二人にとってもいい思い出となったようだ｡ 最初のきっかけさえ








とう｣ と言われることが多い｡ 弥栄へ来てくれたことに対して喜ぶ気持ちである｡ ｢子ど
もの数が減り､ 若い人と話す機会が減ってしまった｣ とも聞く｡ 地域の方々は若者と話せ
てとても嬉しそうな表情をする｡
｢弥栄が気に入ったら､ また来てほしい｣､ 小松原峰雄氏 (小坂集落) はいつもこのよ
うに学生に話す｡ ｢またここに来てほしい｣ という期待が伺える｡
●地域の現状を､ よく知ってほしい
そして､ ｢この地域の現状､ 問題をよく知ってほしい｣ とも考えている｡ 弥畝山を案内
してくださった徳田金美氏は､ ｢自分の足で歩いて､ 自分の目で見ないと､ 本当の問題は
よくわからないよ､ 地元のもんと話すことで､ 今まで知らなかったことがわかってくる｣












｢地域を好きになること｣ と発表した｡ また､ 弥畝山散策に参加した学生は､ 森林が人の















る ｢つなぎ役｣ (藤本､ 橋本) が､ フィールドワーク実施地域 (弥栄町) に暮らしており､
日頃から ｢共に汗をかく｣､ ｢暮らしを共有する｣ なかで､ 信頼を確保していた点が大きい
と言える｡ ｢つなぎ役｣ には､ ある時には地域の側に立ち､ またある時には大学の側に立
つ､ 柔軟な姿勢で動く高度な調整能力が求められると考えられる｡ そのためには､ 一人で
行なうのではなく､ 違う役割を果たす二人の調整体制 (＝チームによるコーディネート体
制) が必要であるとの結論に筆者 (藤本､ 橋本) は至った｡ (図３参照)
橋本・藤本, 2011でも述べたように､ 2010年度前半では､ 同じ時期に二地域 (浜田市弥
栄町と益田市匹見町) での社会実験が行なわれた｡ 地域での祭りやイベントは同時期に行
なわれることが多く､ 日程が重なることもしばしばであった6)｡ その際は､ 手分けせざる





田氏は､ 地域マネージャーの仕事を ｢各駅停車の列車のようなもの｣ と話していた｡ これ
は地域マネージャーを列車に､ 地域の方々の家を駅にみたて､ 集落や地域と関わる仕事を
続ければ続けるほど ｢停車駅の数が増え､ 停車時間も長くなる｣ 事を意味している (笠松,
2010: 63頁)｡
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図３ 地域と大学の間をつなぐ地域コーディネート人材の役割7)
さらに､ 調整を行なうなかで筆者 (藤本・橋本) が心がけたことは､ ただ用件を済ませ
るだけではなく､ 少しだけでもいいから ｢日常の作業を共に行ない､ 共に汗を流す｣ 事で
ある8)｡ ２人が暮らす弥栄町では､ 自分たちが暮らす集落だけではなく､ 様々な集落での
草刈りやボランティア､ イベント支援等に可能な限り出かけていった｡ 匹見町でも､ ボラ
ンティア要請､ 作業支援要請がある度に､ 橋本を中心に参加した9)｡
これら地域行事への参加や作業支援､ ボランティア参加は､ 筆者 (藤本) が､ 前任の平
石氏と共に始めた事である｡ 平石氏の退任が決まり､ 橋本が着任する前の研修・引継ぎ期
間 (2010年２・３月) では､ 藤本､ 平石､ 橋本の３人でこれらの活動へ参加する機会を作




務所スタッフ (常駐：４名､ 非常勤：４名､ 2010年12月現在) との協働､ 匹見町では匹見
町まちづくりコーディネーター (石橋氏) との密な連携により初めて可能であった｡ した
がって､ 今後､ 多地域展開していく際には､ まず､ 地域内の ｢つなぎ役｣ との連携が必要
となる｡ 地域内の集落支援員､ 地域マネージャー､ または公民館主事や小・中学校の教員
等､ 地域内のつなぎ役となっている人物との連携構築を基礎に､ 地域コーディネート体制
を構築することとなる｡
しかしながら､ 結局､ ｢日常から関わり､ 共に汗を流す｣ ことが信頼構築の基盤となる
以上､ 連携対象地域が増える毎に､ 地域コーディネーター増員の必要は否めない｡ 島根県
の場合は､ 島根県中山間地域研究センターに常駐している里山プランナーとの連携や地元
市町村職員との関係構築と役割分担も視野に入れ､ 今後の可能性を模索したい｡ これまで






る｣ ことの達成である｡ まずは､ 地域コーディネーターの配置により､ 弥栄に関心を持ち､





取り掛かりとして､ 2009年９月の地域コーディネーターの配置以来､ 現在 (2010年12月)
までに ｢フレッシュマンセミナーの弥栄フィールドワーク｣ (平石・橋本) ：62名､ ｢国際
理解教育の推進｣ (平石) ：15名､ ｢レンジャーOJT｣ (平石)10) ：22名､ ｢島根県立大学21
大学と地域をつなぐコーディネート機能の構築
－ 145 －
世紀地球講座―弥栄編｣ (橋本) ：126名､ ｢郷還り窓口機能によるボランティア参加｣ (橋




では､ 地域に関心を持ち､ 自らの足で当該地域を訪れ､ 地域の現実に五感を駆動し､ 地域
に根ざして生きてきた人々の生きざまに触れるきっかけづくりを行ない､ さらに関心をもっ
た学生に対しては､ ボランティア参加出来る仕組みを構築してきた (例えば第４節 (１))｡
学生たちは､ 地域という舞台で自ら経験し､ ①出合う､ ②手伝う､ ③学び､ 挑むの３つを､
｢共に汗をかきながら｣ 学んでいく｡ (図４参照)
この取り組みは､ まだまだ端緒についたばかりであり､ このプログラムを経た人物がど
のようなキャリアをデザインするかはこれからである｡ しかしながら､ ｢大学と地域｣ の
接点づくりをきっかけとして､ 学生と住民のかけがえのない出合いが生まれ､ 学生は様々
な生き方や多様な自然との関わりのなかで驚き､ 発見する､ これらの経験が､ 生きる手ご
たえとなり､ 物事を判断する､ 決断する際の一つの基準となるであろう｡ ｢弥栄で人が育
つようにする｣ ことの実現にむけて､ さらなる歩みを進めていきたい｡




国レベルでの政策形成を促し､ 現在は ｢集落支援員｣､ ｢地域おこし協力隊｣ (ともに総務省)
として制度化されている｡ 島根県中山間地域研究センターが採用する ｢里山プランナー｣ も全
国に先駆けた実践であり､ 国レベルでの政策形成のモデルのひとつとされた｡ この点について
は､ 『農業と経済 2010年10月号』 で組まれた特集 ｢生き残りをつかむ集落支援｣ に詳しい｡
なお本稿では､ これらの集落支援､ 地域再生支援を職務とする人材の総称として､ ｢地域再
生支援員｣ と呼ぶ｡
２) 匹見町まちづくりコーディネーターについては､ 藤本, 2010a､ 橋本・藤本, 2011に詳しい｡
３) 弥栄町地域マネージャーについては､ 国土交通省国土計画局・島根県, 2008､ 皆田, 2010､
藤本, 2010cに詳しい｡
４) 韓国には､ ｢専門契約職公務員｣ 制度がある (東京財団政策研究部, 2009)｡ 本制度は､ 専門
性を備えた人材を一定期間､ 地方公務員として採用するもので､ 1987年に設けられ､ 1991年の
地方公務員法改正で本格化された｡ 2008年度は､ 3009人が従事したという (東京財団政策研究
部, 2009: 14頁)｡ 大変興味深い制度であり､ 今後さらなる検討を深めたい｡
５) 詳しくは､ 藤本, 2010b､ 2010dを参照｡
６) 並行して､ 島根県立大学公開講座 ｢島根で暮らす､ 環境共生という生き方｣ の企画・実施を
行なっており､ 業務を分担しての協働作業は必須であった｡
７) 島根県立大学地域連携推進センターと学生､ 地域コーディネーターとの関係は､ 橋本・藤本,
2011を参照のこと｡
８) この点についても皆田氏からの助言や､ 皆田氏との仕事から学ぶところが多かった｡
９) 表７のように､ 筆者 (橋本) は､ 日頃から匹見町でのボランティア・イベント参加を続けて
いる｡ 詳細は､ 橋本・藤本, 2011を参照｡
10) レンジャーOJTについては､ 藤本, 2010bを参照のこと｡
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表６ 島根県立大学公開講座 ｢島根で暮らす､ 環境共生という生き方｣ の概要と参加者数

















































て｣, 島根県立大学JST人材育成グループ編, 『島根で暮らす､ 環境共生という生き方―地球規
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表７ 匹見町でのボランティア､ イベント活動参加実績
年 月 日 内 容 事 項 参 加 者
2009 12 ９ ボランティア とちの実交流会･｢小学生体験｣イベント活動支援 藤本･平石
2010
１ 27 イベント 匹見上公民館・真冬の匹見カマクラ体験 藤本･平石
３ 20 田舎体験 三 地区・ワサビイベント 藤本･平石･橋本
４
18 イベント 安蔵寺山登山 藤本･橋本
23 ボランティア 道川地区元組集落・集会場周辺整備 橋本
５ ３ ボランティア 匹見峡春まつり支援 藤本･橋本
６
４ ボランティア 萬葉の郷・周辺整備 橋本
５ 田舎体験 内谷集落・ワサビイベント 橋本
20 ボランティア 道川地区元組集落・側溝清掃 橋本
７ 24 田舎体験 広瀬山菜グループ・川遊びイベント 橋本
８ 17～18 ボランティア 田中学習会 ｢田舎体験学習旅行｣ 支援 橋本
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